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～男女共同参画社会を考える情報コーナー～

あなたと
　　いっしょに・・・

―ズームイン　おじゃましま～す！――ズームイン　おじゃましま～す！―

介護をとりまく現状は

2015年には
4人に1人が65歳以上

～ 介 護 は 誰 が す る の ？ ～

日本は、世界でも１位の長寿国です。長寿は大変喜ばしいことですが、同時
に高齢者の介護は避けて通れない問題になってきています。
例えば、寝たきり者の介護の８割を女性が担っており、その負担は女性側に

偏っています。さらに、高齢社会の現在、介護を必要とする人は今後も増え、
寝たきり期間の長期化や老々介護など、その負担は極めて大きくなることが予
想されます。
これまでは、「男は仕事、女は家庭」という性別による固定的な役割分担か

らくる意識のため、女性が介護をすることは当たり前と思われてきました。実
際に、４０歳以上の女性の離職者の１割は、身内の介護を離職の理由としており、
新たに介護以外の経済的な問題も生じてきています。
そこで、これらの負担や問題を個人が背負うのではなく、社会全体で支え合おうということから、
育児介護休業法が制定され、介護保険のサービスも開始されました。
これからは、介護サービス等を利用しながら、男女がお互いに協力して介護するとともに、介護

する人も介護される人も、長い人生を自分らしく自由で豊かに生きていく社会について、
みんなで考えることが必要です。
高齢社会の介護のあり方について、一緒に考えてみませんか。

「今度は、家族にごちそうを作るぞ！」
（男の料理教室にて）

「みんなで仲良く元気に、長生きするべな。」
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
と
も
に
生
き
る
」

〜
妻
に
楽
し
い
人
生
を
〜

結
婚
さ
れ
て
45
年
、
介
護
歴
11
年
と

い
う
安
藤
秀
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
妻
和
子
さ
ん
は
、
平
成
2
年
に

脳
梗
塞

の
う
こ
う
そ
く

で
倒
れ
、
一
時
は
死
を
宣
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
秀
雄
さ
ん
の
献
身
的
な

介
護
に
よ
り
、
現
在
は
少
し
ず
つ
自
分

で
歩
け
る
ま
で
に
回
復
さ
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
で
介
護
を
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

妻
の
状
態
が
落
ち
着
き
、
リ
ハ
ビ
リ

を
始
め
た
時
、
主
治
医
が
「
病
院
よ
り
、

不
便
で
も
家
で
生
活
し
た
ほ
う
が
、
和

子
さ
ん
の
た
め
に
な
る
。」
と
助
言

し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

不
安
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

確
か
に
不
安
で
し
た
が
、
在
宅
介
護

を
意
識
し
て
か
ら
は
、
外
出
許
可
を
も

ら
い
、
食
事
や
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
な
ど

一
緒
に
外
へ
出
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
当
時
は
、
男
が
車
い
す
を
押
す
姿

は
珍
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
妻
に
自
信

を
失
わ
せ
た
く
な
い
一
心
で
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
出
掛
け
ま
し
た
。

介
護
を
し
て
い
て
、
一
番
大
変
な
こ

と
は
何
で
す
か
。

料
理
で
す
ね
。
上
げ
ぜ
ん
、
据
え
ぜ

ん
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
料
理
ほ
ど
難

し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
笑
）
今

は
、
妻
の
食
事
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

作
っ
て
も
ら
う
ほ
か
に
、
宅
配
弁
当
な

ど
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

介
護
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、

何
で
す
か
。

妻
が
、
転
ば
な
い
よ
う
に
見
守
る
こ

と
で
す
。
妻
が
一
人
で
で
き
る
と
思
う

こ
と
に
は
、絶
対
に
手
を
貸
し
ま
せ
ん
。

ず
っ
と
見
て
い
る
の
も
気
が
も
め
る
ん

で
す
が
、
本
人
の
た
め
と
思
え
ば
じ
っ

と
我
慢
し
て
い
る
ん
で
す
。（
笑
）
妻

が
ど
う
し
た
ら
楽
し
い
人
生
を
送
れ
る

だ
ろ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
妻
の
自
立

を
目
指
す
の
が
一
番
良
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

ス
ト
レ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
ち
ろ
ん
、ス
ト
レ
ス
は
あ
り
ま
す
。

パ
ン
ク
し
そ
う
に
な
る
と
き
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
い
い
状
態
で
介
護
す

る
た
め
に
は
、
私
の
心
の
ケ
ア
も
必
要

な
ん
で
す
よ
ね
。（
笑
）
ほ
か
に
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
が
い
る
間
、
パ
チ
ン
コ
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
妻
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
る
と
き
は

温
泉
に
も
行
き
ま
す
。
冬
は
、
妻
に
風

邪
を
引
か
せ
な
い
た
め
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ

の
間
は
旅
行
も
し
て
い
ま
す
。
私
の
時

間
っ
て
、
結
構
あ
る
ん
で
す
よ
。

最
後
に
、『
夫
』
が
『
妻
』
を
介
護

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
か
あ
り
ま
す

か
。私

た
ち
に
は
子
ど
も
が
い
な
い
の

で
、
妻
の
介
護
は
私
が
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
近
く
に
子
ど
も
が
い
て
介
護
し
て

く
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。「
男
だ
か

ら
で
き
な
い
」
な
ん
て
言
っ
て
ら
れ
ま

せ
ん
よ
。
こ
れ
か
ら
の
介
護
は
、
み
ん

な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
し
ょ
う
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

＊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
…
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
を
作
成
し
て
く
れ
る

介
護
支
援
専
門
員
の
こ
と
で
す
。

＊
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
…
日
帰
り
で
介
護
施

設
な
ど
に
通
い
、
食
事
・
入
浴
の
提

供
、
動
作
訓
練
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
…
短
期
間
施
設
に

宿
泊
し
、
介
護
や
機
能
訓
練
な
ど
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◇
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

介
護
歴
11
年
と
い
う
道
の
り
は
、
決

し
て
平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。
家
事
や
身
内
の
介
護
な
ど
全
く
し

た
こ
と
が
な
い
秀
雄
さ
ん
に
と
っ
て
、

一
人
で
在
宅
介
護
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
想
像
以
上
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
介
護
問
題

は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
で
す
。

男
性
と
女
性
が
と
も
に
考
え
、
ま
た
社

会
全
体
で
考
え
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

終
始
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
和
子
さ

ん
。
そ
れ
を
見
守
り
な
が
ら
話
す
秀
雄

さ
ん
。
お
二
人
の
ま
な
ざ
し
は
と
て
も

穏
や
か
で
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
介
護
問
題
を
抱
え
な

が
ら
も
、
と
も
に
生
き
、
と
も
に
幸
せ

で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
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男性に質問：あなたが介護を受けなくては
ならない状況になったら、誰に介護を頼みたいと思いますか？
１位．妻

40％

女性の方が男性よりも、介護に向いていると思

うから。

（46歳・会社員）

２位．ホームヘルパーや施設を利用
35％

家族にばかり、負担をかけたくないので。（44歳・薬剤師）

３位．家族

25％

遠慮せず頼めるから。 （24歳・サービス業）

男性に質問
：今、身内

の誰かを介
護しなくて

は

ならない状
況になった

ら、あなた
はどうしま

すか？

● できるだ
け家族で

介護し、必
要に応じ

て施設や

ヘルパー
の利用も

考える。
（41歳・

会社員）

●自分の親
は、妻に

介護して
もらう。
（46歳・

会社員）

●仕事を辞め
ることはで

きないので
、介護サー

ビスを

受けなが
ら、施設等

を利用す
る。（50

歳・会社員
）

これまでのように、家族の介護を女性だけで担う

のは、精神的・肉体的負担が大き過ぎます。それは、

介護される人にとってもいい状態であるはずがあり

ません。介護する人・される人の両者が共倒れにな

らないためにも、介護サービスを利用しながら、男

女がお互いに協力しあって介護することが、大切だ

と思います。

介護は、男性には無理という先入観があります。

そうでしょうか。現に、介護施設では男性職員が増

えており、男女の差がなく介護に携わっています｡

家庭においても、男女が協力し合えば、介護する一

人ひとりの負担が軽減されます。お互いを思いやり、

無理のない介護をしていきたいものです。

6月議会において「男女共同参画都市宣言に関する決
議」が可決され、八戸市は「男女共同参画宣言都市」
として、新たな一歩を踏み出し、市を挙げて男女共同
参画社会の実現に向けて取り組むことになりました。
そのため、今年度は、男女共同参画推進本部（本部

長：内閣総理大臣）、内閣府および八戸市の共催で、宣
言都市としてふさわしい事業を実施しています。なお、
10月31日（水）には、この宣言を記念しての楽しいイベ
ントが開催されます。（詳細については、「広報はちの
へ10月1日号」をご覧ください。）
市民の皆さん、「男だから、女だから」にとらわれず、

自らの意思で自分らしく生きることのできる男女共同
参画社会の実現を目指しましょう。

「男女共同参画宣言都市」のPRのため、
実行委員の皆さんが、八戸三社大祭に参加しました。

＊小・中学校のころから、何事も男女で協力し合う
生活習慣を身につけさせ、介護も男女で担うもの
という意識づけをしていければよいと思います。

（45歳・男・公務員）

＊祖父母の介護を、一人でふらふらになってやって
いる母を見て育ちました。プロに、安心して任せ
ることのできる環境になることを期待します。

（39歳・女・会社員）

＊遠くの親せきより、近所の知人に頼り合える社会
になればいいですね。 （38歳・女・アルバイト）
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女性に質問
：あなたが

介護を受け
なくては

ならない状
況になった

ら、誰に介
護を頼みた

いと思いま
すか？

１位．ホ
ームヘル

パーや施
設を利用

55％

家族には
、自分達

の生活を
第一に考

えてほ

しいから
。

（42歳・
主婦）

２位．娘

30％

遠慮せず
頼めて、

安心だか
ら。 （40歳・

主婦）

３位．家
族

10％

精神的な
安定が得

られるか
ら。（32

歳・公務員
）

４位．夫

5％

精神的に
落ち着け

るのは、
夫だけだ

から。

（50歳・
店員）

女性に質問：今、身内の誰かを介護しなくては
ならない状況になったら、あなたはどうしますか？

●仕事をしているので、有給休暇を取りながら、

家族が交替で介護する。 （33歳・公務員）

●仕事をなかなか休めないので、ホームヘルパー

を雇う。
（29歳・パ－ト社員）

●仕事と介護の両立は無理だと思うので、私が仕

事を辞めて介護する。
（30歳・公務員）

●自分に無理がかからないように、ホームヘ

ルパーに頼む。
（54歳・主婦）

在宅で家族が介護をするというのが、理想的なの

かもしれません。でも、現実には少子化や核家族化、

介護する家族の高齢化などが進み、それは難しいも

のとなっています。介護保険制度のスタートととも

に、介護は新しい時代を迎えました。これからの介

護は、家族だけでするものという意識から、社会全

体でするものという意識に変えていく必要があると

思います。

●将来の生活設計を考えなければと思う、今日このごろです。 （阿部　里恵）
●安藤さんのお話を伺い、私の「夫婦観」が変わりました。 （佐藤千恵子）
●日本は、世界一の長寿国になりました。元気で、長生きできたらいいですね。 （下舘　洋子）
● 21世紀は、男だから女だからと言い訳のできない時代であることを感じます。 （馬渡　里子）

介護しなくてはならない状況になると、男性は女

性に頼りがちでしたが、働く女性の増加とともに

「家族全員で」「ホームヘルパーの手を借りて」と多

様性が見られるようになりました。介護問題は、さ

まざまな家庭状況により違うので、どれが正しいと

いう答えはありません。いざというときのために、

日頃から、家族で話し合いができるといいですね。

＊「自分の親の介護を、妻にばかり任せていたら離
婚されてしまい、結局、自分が介護した」という
話を聞きました。初めから、一緒に介護していれ
ば良かったのに…。 （29歳・女・会社員）

＊「長男の嫁」ということで、5年間、姑の介護を私
がしました。夫の兄弟やその妻は、顔を出すだけ
でした。精神的・肉体的にもきつかった…。

（40歳・女・主婦）

＊自分にはできないと思うのでなく、やってみよう
という気持ちを男性にも持ってほしいです｡

（37歳・女・主婦）


